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オフィスオートメーション用の

エンドユーザー言語OFIS/POL
Office Automation andlntelli!genCe SuPPOrt Software/
Problem Oriented Language

本エンドユーザー言語は､プログラム経験の少ないユーザーが,臼らの机_L事務

を電子化する際に用いることを目的に開発したもので､パーソナルコンピュータの

プログラマブル機能を活用し,ホストコンピュータ接続,相互接続を図った分･散処

】聖形の言語である｡

分散形の採用によl),汎用的なテーブル,書式,グラフ,ノ五千メールなどのOA処

理が,ホストコンビュ【タや他のパーソナルコンピュータのデータを活用した形で

可能になる｡また,分散側でのホストコマンドへの変換機能によるユ】サー言語の

統一,分割F軸面への並列表示による各種情報の合成編集など,各種の使いやすさを

志向したユーザーインタフェースが可肯巨になる｡

□ 緒 言

OA(オフィスオートメーション)の第一歩は,従来,プロ

グラム開発に関与していなかったエンドユーザーが,自らこ

れに対処するという,いわゆる"doit yourself''の実現と考え

られる｡

これには,簡易なエンドユ【サー言語がいつでも身近で

使えること,一つの言語を眉二えるだけで既存のデ椚タや新

たなデータの再利用,相互利用ができること,などが必要で

ある1)｡

本論‾丈は,ニれらに対応するため実験開発した分散処理形

のエンドユーザー言語OFIS/POL(Office Automation and

Inte11igencesupport Software/ProblemOrientedLanguage)

の運用構成,機能,処理例,特長などにつき記述する｡

臣l 開発のねらい

開発のねらいとするところは,主として次の点である(図1)｡
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(1)デスクワークの自動化

パーソナルコンピュータ専用の汎用テーブル処理(作表が

Basic言語を用いずに可能な汎用ソフトウェア)は,既に各種

のものが実現し,普及している｡BMCALCもその一つであ

り,日立製作所の｢ベーシックマスタ+用に提供しているも

のである｡

OFIS/POLは,この種の汎用テーブル処理も含み,更に電

子メールやホストコンピュータとのデータの･受渡しなどのOA

業務(オフィスの机上作業の自動化2))を可能とする汎用的な

言喜吾を志向している｡

このために,既に構築済みのホストコンピュータにあるデー

タの抽出,転送,電子メールをはじめとした通信機能を備え,

ローカルな処】聖とホストコンピュータとの交信･の複合化をE司

り,机.t二での一元的な事務作業の遂行を可能とすることをね

らっている｡

(OAによる合理化推進)
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ユーザーインタフェース,様式のオフィス内統一
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(エンドユーザー開放)

ユーザー自身の開発

易Lし､操作,ユーザー側の用語

複数の言葉は覚えられない｡

注:略語説明など OA(OfficeAutomation),0口S/POL(OfficeAutomatjonand仙e!一郎noe supporlSoftware/Prob始m Or如ted Language)

タスク管理(管理上の備忘事項,日程,期限付事項などの管理)

匡】1 0FIS/POLの背景とねらい スタンドアロン処理とホストコンピュータ集中処理の両者を合わせもった分散処理のなかで,OA化,エンドユーザー開

放,従来システムとの;重続性を図るための機能を志向Lている｡
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(2)分散処理形のエンドユーザー言語

エンドユーザーごとに異なる個別,固有な処王里を,いつで

も身近で可能とするには,開発専門部門による共通ソフトウ

ェア提供による処理だけでなく,エンドユーザー自身による
直接業務処理を可能とすることが必要で,図1に示したよう

に,スタンドアロン運用と集中処理の両者を合わせもった分

散処理が必須と考える｡

OFIS/POLの基本部は,分散処理を行なうエンドユーザ

ー手元のワークステーションに置かれる｡

(3)エンドユーザー言語と応答規約の統一

Basic,COBOLなどのコンパイラ言語は,管理者層のエン

ドユーザーにはう狂し過ぎる｡更に高水準なプログラムレス言

語が望まれる｡OFIS/POLもこれを志向したものである｡

また,OA化が進展するにつれ,多種なワークステーショ

ンが動員され,ユーザー言語の多様化が想定されるが,これ

はユーザーにとって望ましい方向ではなく,できるだけ統一

化する必要がある｡更に,相互のデータの授′受やホストコン

ピュータとのデータの′受i度Lには､和互の業務処理レ〈こルで

の共通な応答様式,すなわち規約が必要になり,これらへの

対応が不可欠である｡

61 運用方法の概要

(1)運用システム構成

今回実現のOFIS/POLは,図2に示すシステム構成を湛

本としている｡日立製作所のパーソナルコンピュータ｢ベー

シックマスタ+をホストコンピュータ(HITAC Mシリーズ)

にタイムシェアリングモードで接続した構成,ないしは電話

交換機やローカルネットワークを経由した端末相互直結の構
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成である｡

パーソナルコンピュータの連用方法には,端末側のインテ

リジェンスを用いずに,単なるコンピュータ端末として]妾続

する端末形と,端末のインテリジュンスを活用する分散処理

形の二つがある｡今回機能開発したOFIS/POLは後者である｡

分散処理の場合は,すなわち,分散側のプログラムで,回

線への入出力命令を記述してデータの受渡しを行なう｡した

がって,ホストコンピュータのデータを′ヾ-ソナルコンピュ

ータで受信しテーブル処】聾することも,ローカルに作成した

データを他へメールすることもできる｡

(2)POLの操作手順

図2に示したように,OFIS/POLのコマンド制御やコマン

ド処理などの基本部は､パーソナルコンビュ【タ側にある｡

ホストコンピュータ側には,電子メール制御などの共通的な

処理が配置される｡同図は,操作者AからBへ電子メールす

る際の操作手順を例示したものである｡テキストだけでなく,

テ【ブルデータ,グラフ,プログラムなどが送′受できる｡

図2での｢ヨム+,｢ウメル+,｢オクル+などの言葉がエイ

ドユーザー言語であり,OA用の各種のコマンド機能を傭えて

いる｡またある言語は,同斑中のPOL変換‾文法によって,ホ

ストコンピュータとの複数回にわたる応答‾丈に変換される｡

二れによリユーザーは,ホストコンビュ【タのコマンドを逐

一覚えることなく,OFIS/POLの言語を覚えるだけで,ホス

トコンピュータとの応答を行なうことができる｡

【l コマンド機能とユーザーインタフェース

4.1 コマンドの体系と機能の特長

表1に主なコマンドを示した｡先頒1二丈字を,片仮名又は
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図2 運用システム構成と操作手順例 ｢ヨム+,｢ウメル+,｢オクル+などのPO+コマンドを入力して.テーブル,フォーム,グラフの合成編集を行ない,

必要により電子メールする｡メールは,ホストコンピュータ経由のほか,電話交換機やローカルネットワーク経由の端末間直結でも可能である｡また,ホストコンピ

ュータの既存DB(データベース)からデータ抽出し,分散側でテーブル処理することもできる｡ホストコンピュータとの応答は.POL変換文法で自動的に行なわれる｡
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表1 0FIS/POLの基本コマンド POLコマンドは,先頭l文字の片仮名略字.又はそのローマ字略字,ないしは英語コマンド略字が使える｡このほか,運

用システム条件設定などに関するサブコマンドがある｡キートップ側面に漢字刻印を付ける,タッチセンスティブパネルを用い画面上に誘導表示のコマンド名を指

タッチする,などで更に操作を易Lくできる｡
(運用モード)

区分 POLコマンド(操作略字) コ マ ン ド 機 能 概 略 テーブル
フォーム･

グラフ
事務机 交 信

入

力

ヨム(ヨ) READ(RD) テーブル,フォーム,グラフ,ディレクトリ,メールボックスなどの読込,参照 ⊂) ○ ○ (⊃

ツタル(ツ) CREATE(CR) テーブル,フォーム,問合せテキストなどの作成.追記,画面様式へキー入力 ○ (⊃ ⊂)

ナオス(ナ) AMEND(AM) テーブル名,列の幅,フォーム,定義パラメータの修正 ⊂+ ○

出

力

処

‡里

通

スクロール(-†→J) 画面表示の縦横.左右のスクロール (⊃

⊂)

⊂)

ヒョウジ(ヒ) DISPJAY(DIS) メモリ上の文書,グラフの画面表示,分割画面の表示位置指定 ○ 〔〕

シマウ(シ) SAVE(SV) テーブル,フォーム,パラメータの個人ファイル,ファイルホルダヘの格納 C) (⊃

(⊃

(⊃

ワケル(ワ) DlVIDE(DlV) 画面の分割指定(左右,上下) ⊂) ⊂)

プリント(フ) PRINT(PR) 画面コピー印字,変数印字,出力媒体指定 ⊂) ⊂)

コピー(コ) COPY(CO) 複数バッファ間,分割画面間のコピー,データや罫線のコピー (⊃

⊂)

⊂)

⊂)

イレカエ(イ) CHANGE(CG) 行,列.バッファ,分割画面,ホルダー内格納ページなどの入替え ⊂) (⊃

ケス(ケ) DEJET巨(DEL) 行,列.バッファ,分割画面のデータ,ファイル内文書の削除 ⊂) (⊃

マージ(マ) MERGE(MER) 複数テーブルの機械的統合,条件付統合,演算付統合

⊂)

○

○

(⊃

○

C〉

⊂)

クワエル(ク) lNSERT(lNS) 行,列の追加,テーブルデータの3桁ごとカンマ,右よせ.左よせ

エンサン (二) 合計,平均値,最大値,最小値,定数,四則の演算.再演算 ⊂)

○

○

ウメル(ウ) lNPUT(lNP) フォーム,テーブル.グラフ相互間の合成編集

ソート(ソ) SORT(SO) テーフール行列の上昇順/下降順などのソート ○

⊂)

(⊃

ティギ(テ)DECLARE(DEC)

サガス(サ)sELECT(SEL)

画面様式,演算や編集のパラメータ,問合せ文と絵素画面の定義

ホストデータベース検索,メールボックスのトレース

オクル(オ) MAル(M+) テーブルやプログラムのホスト転送格納,ホストや他端末ヘメール ○

信

誘

導

チエーシツ(チ)spoo+(SP)

(*)

検索したホストデータ,プログラムの抽出とINBOXへの転送

誘導入力,サブコマンド入力から基本コマンド入力待ちへ復帰

⊂)

⊂)

モドル(モ) 0UIT(Q) 運用モード選択画面へ復帰 ○ ⊂) ⊂) ⊂)

ヘルプ (?) コマンド内容一覧表示,演算パラメータや文書のタイトルの表示 (⊃ ○ C) ○

;主:フォーム(テキスト形式の書式である｡)

ローマ字,ないしは英語コマンド略字で操作できる｡次に機

能の主だった特長を述べる｡

(1)机上事務作業の電子化

(a)机上の事務作業に多く占めると想定されるテーブル処

理,作図,フォーム(書式)処理,テキスト(文章)処理など

を中心に;事務作業の電子化を探った｡

(b)テーブル処理は,ラインプリンタの数倍サイズを4方

向にスクロールさせ,再i寅算やテーブルマージを行なえる｡

(c)マージや検索は､条件式群を行にとった行列テーブル

を用い,条件の値だけを人力する方式であり,関係形式の

条件指定が視覚的に,かつ少ない操作で行なえる｡

(d)テーブル,テキスト,グラフなどを分割した画面に並

列的に表ホし,相互の合成編集を行なえる｡

上記の処理例を図3に示した｡同国(a)は,データとグラフ

パターン,フォームを合･成したグラフイ寸メ【ル文,(b)は,品

目別の売上利益予算表の感度分析(テ【ブルの再i寅算)を行な

い,対ノルマ達成割合,品目別構成を視覚判断用にグラフ表
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ホのもの,(C)は,メールされてきた在唾問合せ‾文中のコロン

(:)で囲まれた文字エリアを走査し,ここに手元の在嘩テー

ブルデータ(同図中の150,80などの値)を,｢ウメル+のコマンド

で自動的に埋め込み,合成したもの,などである｡

(2)通信機能及びホストコンピュータ処理の連動

(a)テーブルデータ,グラフを含む電子メール,メ【ル先

での参照,転送やファイル格納の状ラ妃を調べるメール追跡

が可台巨である｡

(b)ホストコンピュータの既存データベースデータや既存

バッチ処理出力デ≠タを才由出,転送し,分散側で加工する｡

(c)逆に分散側作成データやプログラムをホストコンピュ

ータに格納し,呼び出す｡

4.2 ユーザーインタフェース

エンドユーザー操作のためのマンマシンインタフェースに

ついての特長を述べる｡

(1)少ないコマンド数

的20の基本コマンドで前記の事務机処理が大略可能となる｡
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(C)

図3 0FIS/POLの処理例 図(a)は,データとグラフパターンを合成した電子メール文,(b)は,売上利益見込表の再演算結果を目標ノルマと対比させてグラ

フ化Lたもの,(C)は.受信メール文に,手許の在庫ファイルの在庫値を自動的に埋め込み,返信文を作ったもの.などである｡
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これは,同一コマンドを連用モードによって使い分けること､

対象とする文書や媒体の柚柏の指這をコマンドに含めず明確

に分けたこと,などによる｡

(2)操作接点を絞る操作状態ごとの誘ヰ

コマンド間の順序;対係,操作斗㍍旨ごとの対象(文吉や媒体の

穐頬のことで,各々約15あり,オブジェクトと呼ばれる.⊃)の

相追,などに着目L,オ犬態ごとに使川できるコマンドとオブ

ジェクトを絞り誘導する｡ユーザーの選択すべきコマント∴

オブジェクトは,総数の÷以‾Fになる｡

同 エンドユーザー言語と応答規約の統一

エンドユーザー言語と応答規約の統一の必要性は,.ホスト

コンピュータないしはネ､ソトワMク経【I_】でデータの授′受を行

なう場合に,特に顕著と巧‾えられる｡例えば,乃穐の異なる

り【クステーションないしはプロセッサの間で,テ【タ授′妾

を行なうには,フォMマットなどの変換が,乃(乃-1)必要に

なる｡これを統一様式をj導入して,乃の変換で抑えることが

望まれる｡

これはOA化推進の前半で手を打っておくべき事柄と巧-え

られる｡OFIS/POLでは,主に･火のノJ法でこれに対応して

いる｡

(1)標準テー7､ル様プ℃の階層配苗

図4に示すように,標準様式のテーブルファイルをホスト

コンピュータと分散処理側の双方に階層配置する｡既存の

デ】夕べースや他のテープIIル処王里で作成のテーブルフつ-イル

を,各々標準テーブル様式に変換する｡この標準様式のファ

イルを介することにより,多数の異種なファイルのデータの相

互利用,再利用がOFIS/POLによって操作できることになる｡
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図4 0FIS/PO+における言語と様式の統一 ファイル様式,業務

レベルの応答様式,ユーザーコマンドの3点での統一化を志向する｡
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0
操作ステップ削減の効果

区分

方式

操作ステップ数 操作時間十応答時間

TSS立上げ 電子メール TSS立上げ 電子メール

端末形の従来方式 7 30 2 16

OFIS/POL 1 8 1 5

注:略語説明 TSS(タイムシェアリングシステム)

図5 PO+変換文法例と操作ステップ肖り減の効果 一つのPO+コマ

ンドは,自動的に複数のホストコンピュータ用の応答文に変換される｡逐一操

作者が入力する従来方式に比較し,寸乗作ステップ,操作時間が削乙成できる｡

PO+変換文)去例は,TSS立上げ応答文の一部である｡数イ直は,TSS立上げの

OFIS/PO+欄を事 とLた場合の指数を示す｡

(2)エンドユーザー言語の統‥

3章で触れたように,ホストコンピュータとの応答は,分

散処理側のPOL変換文法で,ホストコンピュータの理解す

る全盲講コマンドに変換する｡したがって,ユーザーはホスト

コンヒュMタのコマンドを複数覚える必要はない｡すなわち,

ユーザー言語の統一化を果たしているわけである｡図5は,

ホストコンヒュ一夕のタイムシェアリ ングシステムの二在1二げ

時の応答手順を例ホしたものである｡このコマンド変換形

POLによれば,図示したように操作ステップの削i鳩とターン

アラウンドタイムの短プ縮も同時に期待できる｡

(3)応答規約の統一

応答様式の統一は,J応答様式の変換数を減少させるために

重安となる､シナ云迷子順などの過†三.卜の規約は,既に統一化され

てきて3)いるが,業務処理レベルの応答規約はこれからである｡

OFIS/POLでは,1五丁メーールのメールj去七言,メールト レ

ース,メールー妾イi-∴ データ抽出などの間でのんむ答様式を統一

化させている()更に,適用対象のワ一クステーションをJ上げ

る場†㌢でも,同一の様式にするなど,応答規約の統一をこよ1｢り

Lている｡

【司 結 言

パーソナルコンビュ"タを⊥Hし､た分J牧処理形のエンドユ【

-ザ一言語OFIS/POLの実験段帽･の内1存について紹介した｡

エンドユ【サーへのOAの浸透は今後いっそう進展すると考

えるので,具体的な適用実験を行ない機能の検証強化を図る

ととい二,各種のプログラマブルをワークステーションでの

製品化を進める予定である｡最後に,共同して開発に従事さ

れた関係各位に対し,深く感謝する歩こ第である｡
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